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研究成果の概要（和文）：タイ東北部ナコンラチャシマ市近郊のムン川沿いにある複数のサンドピットから、こ
れまでに中新世から鮮・更新世の脊椎動物化石が多数出土している。本研究では大型類人猿化石が出土したタク
ットコンからプラプット地域のサンドピットを主な対象とし、東北タイ珪化木博物館に保管されている出土化石
を整理・分析するとともに、サンドピットで野外調査を実施した。哺乳類化石の構成から、大型類人猿化石の年
代は中新世後期と推定された。草食動物化石のエナメル質から採取した試料の安定同位体分析から、当時の古環
境は森林生態系が広がり、河川周辺の一部にC4植物の草本類が生えていたことが推定された。

研究成果の概要（英文）：Plenty of vertebrate fossils of Miocene to Plio-/Pleistocene have been 
recovered from sandpits along the Mun River near Nakhon Ratchasima in northeastern Thailand. This 
research project investigated the sandpits in the Takut Khon and Phra Phut areas, where a 
large-bodied hominoid fossil was recovered. We sorted out the fossil specimens stored in the 
Northeastern Petrified Wood and Natural Resources Museum of Nakhon Ratchasima and identified 
mammalian fossils. We also carried out geological and paleontological fieldwork in the sandpits and 
collected geological information and fossil specimens. Based on the mammalian fossil assemblage from
 the sanpits, the age of the hominoid fossil is estimated to be late Miocene. Our stable isotope 
analysis on enamel samples of herbivorous fossil mammals from the Takut Khon/Phra Phut sandpits 
indicates a forested paleoenvironment with some C4 grasses in riversides.

研究分野：自然人類学

キーワード： ヒト上科　中新世　東南アジア　オランウータン　化石　安定同位体分析　哺乳類相　古環境

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東南アジアは、現在、オランウータンやテナガザルが生息しており、かつてアフリカからユーラシアにかけて広
く分布していた類人猿が生き残っている限られた地域のひとつである。本研究は、東南アジアの中でもタイの中
新世類人猿化石の未記載標本の調査を進めるとともに、共伴する哺乳類相の同定や安定同位体分析によって、そ
の生息環境の復元を進めている。東南アジア地域では、従来は中新世にまで遡る古い時代の類人猿化石がほとん
ど見つかっておらず、この地域への類人猿の拡散や進化過程を知るうえで貴重な情報である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 

人類の起源の解明は人類学にとっての最重要課題であるが、人類を生み出した基盤である類

人猿（ヒト上科）の進化史はまだ十分に解明されたと言うにはほど遠い状況にある。特に、現生の類

人猿の各系統がどのように進化してきたかについては、まだほとんど分かっていない。 

現在までに知られている化石資料では、ヒト上科の可能性のある最古の化石は東アフリカの

2500万年前頃（後期漸新世）の地層から出土している。その後、中新世の前半には主に東アフリカ

に大小さまざまな化石「類人猿」が生息していたことが知られている。ヒト上科の起源と初期進化は

アフリカ大陸を舞台としていたと思われるが、その後、彼らは 1700万〜1600 万年前頃にアフリカを

出て西部ユーラシアに進出し、1300 万年前までには東部ユーラシアにも分布を広げた。東部ユー

ラシアにおいては、従来、インド・パキスタンのシワリク地域からSivapithecus、中国南西部の雲南省

から Lufengpithecus などのヒト上科化石が報告されている。Sivapithecus はオランウータン系統であ

ろうと考えられてはいるが、現生オランウータンとの関係は必ずしもはっきりしていない。

Lufengpithecus も従来は広義のオランウータン系統と考えられてきたが、近年の研究では必ずしも

オランウータン系統ではない可能性も指摘されている。 

 現在、オランウータンやテナガザルなどの類人猿が生息している東南アジア地域では、ヒト上科

化石の産出は、地質学的にはごく最近の更新世の産地から見つかるオランウータンやテナガザル

化石に限られていた。しかし、21 世紀になって、タイやミャンマーから新たに中新世にさかのぼる新

たな大型類人猿化石が報告されはじめた。タイ東北部から出土した Khoratpithecus piriyai は、下

顎の特徴から現生オランウータンとの関係が強く示唆されており、東部ユーラシアにおけるヒト上科

の適応放散や、現生オランウータンの起源に関して、インドシナ半島はヒト上科の進化史研究にと

って非常に重要な地域になりつつある。 
 
２．研究の目的 
   

過去においてアフリカからヨーロッパ、アジアまで広範囲に生息した化石ヒト上科（類人猿）の適

応放散を明らかにする事を長期的な研究テーマとしており、本研究では東南アジア地域の比較的

古い時代のヒト上科の拡散と進化の研究を目的とする。具体的には、タイ東北部から見つかったヒ

ト上科化石の分析と詳細な記載を行うとともに、ヒト上科化石産地を含むタイ国内の中新世〜鮮・

更新世化石産地の哺乳類化石相の分析と化石の安定同位体分析をおこない、ユーラシア東部に

おけるヒト上科の進化と拡散の背景としての過去の環境の変遷についてデータを収集する。そして、

南アジアや引いては西ユーラシア、アフリカなどの化石記録や古環境データとの比較検討により、

中新世におけるアフリカから東ユーラシアへの類人猿の拡散過程の解明に貢献する。 
 
３．研究の方法 
  

 タイ東北部ナコンラチャシマ近郊に位置するターチャン周辺からは、これまでに中新世〜鮮・更

新世の脊椎動物化石が多数出土しており、ナコンラチャシマ・ラジャバット大学や東北タイ珪化木

博物館の研究者らが精力的に標本を収集・保存している。本研究では、これらのタイ側研究機関と

協力し、これまでに収集されて東北タイ珪化木博物館等に保存されている霊長類を含む哺乳類化

石を整理し、分析・記載を進めることで、当時のインドシナ半島における哺乳類相を復元する。また、

草食性哺乳類化石の歯牙のエナメル質から微量のサンプルを採取し、そこに含まれる炭素や酸素



の安定同位体分析を実施し、当時の古環境を推定する。 
 
 
４．研究成果 
 

 2018 年度と 2019 年度にはタイへ渡航し、タイ東北部ナコンラチャシマ市にある東北タイ珪化木

博物館及びナコンラチャシマ・ラジャバット大学において、脊椎動物化石の標本調査を行うとともに

ナコンラチャシマ市近郊のチャロームプラキアット郡ターチャン周辺のタクッコン〜プラプット地域に

あるサンドピットで地質調査と哺乳類化石の発掘調査を実施した。また、草食動物化石の歯牙標

本から安定同位体分析のための試料も採取した。2020 年度は新型コロナウイルスの世界的感染

拡大のため、タイへの渡航は実質的に不可能となり、それまでに収集したデータの分析を国内で

進めた。 

調査地域にはムン川に隣接してタクッコン・第 1 ピット、タクッコン・メインピット（＝ターチャン採砂

場第 10 地点）、プラプット・サンドピットが分布しており、砂の採掘の過程で脊椎動物化石が出土し

ている。発見された脊椎動物化石の多くはタイ側共同研究者によって回収され、東北タイ珪化木

博物館に保管されている。 

 この地域から出土した脊椎動物化石群集には、大型類人猿の上顎片化石が含まれている。保存

されているのは片側のみであるが、P4 から M3 までの歯冠が比較的よい状態で残っている。化石

類人猿の中ではかなり大型で、P4 と M1 のサイズでは現生オランウータンのオスの平均値と同程

度、M2 と M3 ではそれを上回っている。遠心の大臼歯が相対的に大きい点が特徴である。ターチ

ャン周辺では、以前にムン川沿いの別のサンドピットから中新世後期の大型類人猿の下顎化石が

産出し、Khoratpithecus piriyai と命名された（Chaimanee et al., 2003）。下顎ではあるが、この標本

も、M3 が相対的に著しく大きいという特徴を示す点は上記の上顎標本に類似している。最近、この

地域から少し離れた場所からも、中新世後期の大型類人猿の上顎化石が Khoratpithecus sp.とし

て報告されている（Chaimanee et al., 2019）。この標本は、頬歯のサイズ的には我々の調査地域か

ら出土した上顎標本と似通っているが、大臼歯が相対的に幅広で、M3 も近心の大臼歯に比べて

小さいなど、相違点も目立つ。 霊長類に関しては、2019 年度の東北タイ珪化木博物館での調査

の際に、プラプットから回収された化石標本の整理の過程で、コロブス類の下顎化石を発見した。

この化石群集は含まれる哺乳類化石の構成から中新世後期のものと推定される。そうだとすると、

このコロブス類化石は、アフリカからユーラシアに出た旧世界ザルが東ユーラシアに広がっていっ

た初期のものである可能性があり、極めて興味深い。 

 哺乳類化石一般に関しては、2018 年度にプラプット・サンドピット内の地層柱状図を作成して化

石産出層準を特定し、発掘を行なった。また、博物館に収蔵されたタクッコンとプラプット産の哺乳

類化石（計 577 点）を同定し標本登録した。2019 年度は、タクッコン・メインピットの掘削が再開され

たため現地で状況を確認するとともに、哺乳類化石（計 141 点）の収集と標本登録を進めた。2020

年度は、これまで収集した化石のキャストと標本写真を整理して形態を厳密に観察し、ミャンマー、

中国、インド、パキスタンなどの同年代の化石群集と比較して予備的に種分類を定めた。 

 プラプット・サンドピット産の哺乳類化石のほとんどは、2017 年から 2018 年の期間にピットの底部

（最深部）に広がる砂岩層またはシルト層から採取されたため、化石の産出層準が一律であり同一

年代の化石群集として扱うことができる。プラプット化石哺乳類相は、Brachypotherium perimense と

Stegolophodon/Stegodon が 優 占 し 、 そ の 他 Hipparion 、 Tetraconodon 、 Bramatherium 、

Selenoportax など後期中新世（アジアの Hipparion 産出年代：10.7 Ma〜）の動物群で特徴付けら

れる。化石産出年代が厳密に定められているシワリク化石哺乳類相との比較では、10〜8 Ma に相



当する。Hexaprotodon がアジアに移入した時期は 7 Ma 頃と考えられているが、ミャンマーでは最

古の種がイラワジ層下部（9 Ma 頃）まで遡る可能性も示唆されており、これに従うとプラプット化石

哺乳類相の年代は 9〜8 Ma である可能性が高い。イラワジ層の同年代の化石群集と比較すると基

本的な種構成が類似しているが、B. perimense が卓越する点やMicrobunodon silistrensis などイラ

ワジ層からは報告されていない種が含まれる点は、タイとミャンマーの化石哺乳類相が完全に一致

するわけではないことを示す。 

安定同位体分析に関しては、２０１８年度に東北タイ珪化木博物館において分析用に採取した

試料は合計 55 点である（TKK 産化石 24 点、PP 産化石 31 点）。２０１９年度は、さらに個体数を増

やすために３３点の化石を採取し、２０２０年度中に、炭素同位体分析を行った。炭素・酸素同位体

比分析を行うために、デンタルドリルを用いて哺乳類化石の歯のエナメル質から約 3mg の試料を

削った。試料を酢酸緩衝溶液（0。1N、 30min）で洗浄後に乾燥させた。そして、総合地球環境学

研究所（京都府）において、ガスベンチ II―質量分析装置（GasBenchII-IRMS）を用いて、炭素・酸

素同位体比を測定した。 

コラートより発見された後期中新世化石の哺乳類の歯の炭素・酸素同位体分析の結果、ほとん

どの哺乳類が C3 植物を摂取しており、森林生態系が広がっていた環境を推定することができた。

半水棲と考えられるカバ科の炭素同位体比が高い事から、河川の周辺の一部にC4植物が広がっ

ていて、カバ科は C4 植物食を行っていたことが示唆される。Stegodon は、C3植物食〜C3/C4 混

合食の値を示し、草原への適応を始めていた可能性がある。 

コラートの化石群集は、ある程度の年代幅のある化石の集積であり、同位体比の違いは年代の

違いに対応している可能性もある。この点については、他地点との生層序の対比により化石の年代

推定を行うことで解決していく必要がある。また、アジアの他の化石産地の同位体データと比較し

ていくことで、古環境の解釈を深めていく必要がある。 
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